
 

平成 20年 10月 20 日 

各  位 

会 社 名 株式会社サガミチェーン 

 （コード番号 ９９００） 

代表者氏名 代表取締役社長 眞鍋 洋治 

連 絡 者 常務取締役  

 管理統轄担当 畑 和夫     

電 話 番 号 （０５２）７７１－２１２６ 

 

株式会社 浜木綿の株式譲渡に関するお知らせ 

 

 当社は、本日の開催の取締役会におきまして、当社の持分法適用関連会社である株式会社浜

木綿（本社：愛知県名古屋市昭和区山手通三丁目 13 番地の 1、代表取締役社長：林永芳、以下

「浜木綿」）との協議の結果、当社が保有する株式の一部を有限会社ハマユウフードシステムズ

（本社：愛知県名古屋市昭和区山手通三丁目 13 番地の 1、代表取締役社長：林永芳、以下「ハ

マユウフードシステムズ」）に譲渡することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．株式譲渡の理由 

浜木綿は家族中心の北京料理をベースにした本格的な中国料理店「浜木綿」を主力業態とし、

順調に業容を拡大しております。一方、外食産業を取り巻く環境は、中食市場の台頭や市場規模

の縮小、既存店の競争激化等により依然、厳しい状況が続いております。さらに、最近ではガソ

リン価格の高騰による車離れや、生活必需品の相次ぐ値上げによる生活防衛意識の高まり等を背

景に食の内部化・外食離れは顕在化しており、業界を取り巻く環境はますます不透明感を増して

おります。 

かかる環境下、浜木綿は短期的な業績に左右されることなく、これまで以上の成長を目指す方

針であります。さらに、激変する業界環境や経営課題に柔軟に対応するために、機動性を高め迅

速に意思決定できる組織体制の構築も目指しております。 

一方、当社におきましては長期化が予想される景気後退局面に備え、かつ業界環境の急激な変

化に対応するため、財務の健全性を高め、当社の主力業態である「和食麺類店サガミ」の売上高、

収益力向上に注力する必要があると判断いたしました。 

そこで、浜木綿と当社で協議を重ね、段階的に資本関係を解消することとし、その一環として

当社の保有する株式の一部をハマユウフードシステムズに譲渡することといたしました。 

 

２．対象会社の概要 

（１） 商 号 ： 株式会社浜木綿 

（２） 代 表 者 ： 林 永芳 



（３） 所 在 地 ： 愛知県名古屋市 

（４） 設 立 年 月 日 ： 昭和43年2月13日 

（５） 主な事業の内容： 中国料理を主力商品とする本格的な中国料理店の運営 

（６） 決 算 期 ： 7月31日 

（７） 従 業 員 数 ： 229名 

（８） 主 な 事 業 所 愛知県名古屋市他 

（９） 資 本 金 ： 284百万円 

（10） 発行済株式総数： 346,000株 

（11） 大株主構成および

所 有 割 合 ： 

（平成20年7月末現在） 

株主名 持株数 持株比率 

有限会社ﾊﾏﾕｳﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑｽﾞ 100,000株 28.9％ 

林 永芳 86,200株 24.9％ 

株式会社サガミチェーン 80,000株 23.1％ 
 

（12） 最近の業績： 

 （単位 百万円） 

 平成19年7月期 平成20年7月期 平成21年7月期計画 

売上高 3,277 3,714 4,193 

売上総利益 2,416 2,696 3,103 

営業利益 139 △155 143 

経常利益 121 △179 116 

当期純利益 60 △116 69 

総資産 2,580 3,211 3,000 

純資産 683 549 619 
 

 

３．株式の譲渡先  

（１） 商 号 ： 有限会社ハマユウフードシステムズ 

（２） 代 表 者 ： 林 永芳 

（３） 所 在 地 ： 愛知県名古屋市 

（４） 主な事業の内容： 資産管理会社 

 

４．株式譲渡後の概要 

（１） 異動前の所有株数 80,000株 所有割合 23.1％ 

（２） 異動株式数 36,000株 譲渡価格 60百万円 

（３） 異動後の所有株数 44,000株 所有割合 12.7％ 

 

５．日程 

 平成20年10月20日 株式譲渡契約書締結 

 平成20年11月下旬 株式譲渡日 

 

６．今後の見通しおよび業績に与える影響 

この譲渡にともない、浜木綿は当社の持分法適用関連会社ではなくなる可能性がありますが、

詳細につきましては現在精査中であります。なお、本件が今期の業績に与える影響につきまして

は、現時点において軽微であると判断しておりますが、修正が必要となる場合には、別途お知ら

せいたします。 

以 上 


